
 

※令和３年度以前入学生用 

学校番号 3014 

 

令和 5年度 工業科（機械系機械技術専科） 

 

教科 工業 科目 機械製図 単位数 2単位 年次 3年次 

使用教科書 工業 302「機械製図」（実教出版） 

副教材等 機械製図問題集（藤井寺工科高校機械系編集），機械製図 製図例 CADデータ集 DVD 

1 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

１年・２年で学んできた、製図・設計の知識を更に発展させ、より実践的な製図を学んでいく授

業です。軸などを設計の授業で設計し、そのデータを使用し製図をするような授業です。 

CADも３次元になり、より高度な技術が身に付きます。 

 

2 学習の到達目標 

機械製図の基本を学び、器具・機械の設計製図に至るまで段階を追って学習する。 

そのうえで、CADによる設計製図の概要を学習する。 

機械に関する基礎知識を、総合的にまとめる能力を身に付ける。 

 

3 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

 

各種機械や部品の製

作に使用される図面

などを作成すること

に興味・関心をもち，

機械製図の意義や役

割の理解および諸問

題の解決を目指し

て，主体的に学習に

取り組もうとしてい

る。 

 

各種機械や部品の製

作に使用される図面

などの作成における

諸問題を的確に把握

（分析）し、考察を深

めるとともに，機械

製図に関する知識と

技術を活用しながら

表現する力を身につ

けている。 

 

各種機械や部品の製

作に使用される図面

などの作成に関する

基礎的・基本的な知

識と技術を習得する

とともに，図面など

を正しく読み、作成

できる。 

 

機械製図に関する

基礎的・基本的な知

識を理解し，各種機

械や部品の製作に

使用される図面等

の役割や作図法な

どについて、実践的

な知識を身につけ

ている。 

評
価
方
法 

考査評価、課題プリ

ント、機械製図検定

の結果、演習課題へ

の取り組み状況とそ

の結果、学習活動を

総合評価 

考査評価、課題プリ

ント、機械製図検定

の結果、演習課題へ

の取り組み状況とそ

の結果、学習活動を

総合評価 

考査評価、課題プリ

ント、機械製図検定

の結果、演習課題へ

の取り組み状況とそ

の結果、学習活動を

総合評価 

考査評価、課題プリ

ント、機械製図検定

の結果、演習課題へ

の取り組み状況と

その結果、学習活動

を総合評価 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 
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4 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

前
期 

製
作
図 

機械製図の総復習 

１． 投影図 

２． 立体図 

３． 断面図示 

４． 寸法記入法 

５． はめあい 

６． 各種記号 

７． 部品の図示法 

〇 〇 〇 〇 a:機械や部品の製作に使用

される図面の役割や「製図

総則」、「機械製図」などの

JIS 規格に興味・関心をも

ち、誤りのない図面をかく

ことに意欲的に取り組んで

いる。 

 

b:図面の役割や「製図総

則」、「機械製図」などの JIS

規格の重要性について考

え（思考・判断）、誤りのな

い図面をかくこと（表現）が

できる。 

 

c:全国工業高等学校長協

会主催の機械製図検定を

全員受験させる。 

 一次試験（筆記試験） 

            ・・・６月 

 二次試験（実技試験） 

            ・・・７月 

 放課後、二次試験合格の

ために製図機械による実

技講習を実施。 

 

d:製図の基本である投影法

を理解し、正確な投影図が

えがけることについて、実

践的な知識を身に付けて

いる。等角図などの立体的

な図示法を理解し、正確な

立体図がえがけることにつ

いて、実践的な知識を身

に付けている。 

次に示す

各項目を、

学習の目

標に照らし

合わせ、総

合的に判

断 し て 評

価する。 

 

１． 定期考

査の結

果、小

テ ス ト

の結果 

２． 全国工

業高等

学校長

協会主

催の機

械製図

検定試

験を全

員受験

さ せ

る。 

３． 演習や

演習課

題への

取り組

み状況

とその

結果 

４． 質疑及

び発問

に対す

る応答 
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後
期 

C
A

D

製
図
（ 

三
次
元C

A
D

） 

３D-CAD製図 

１． CAD システムの概

要、構成とハードウ

ェアの説明 

２． オペレーションシス

テムと CAD ソフトウ

ェアの説明 

３． CAD システムの基

本操作取扱い実習 

４． ３D-CADによるパー

ツの作成 

５． ３D-CAD から３面図

の作成 

〇 〇 〇 〇 a:三次元 CAD の機能や基

本操作、活用等に興味・関

心をもち、三次元 CAD に

よる画像処理等に意欲的

に取り組んでいる。 

 

b:三次元 CAD の機能や基

本操作、活用等に適切に

思考・判断し、三次元CAD

による画像処理の仕方に

創意工夫がみられる。 

 

c:三次元 CAD の機能や基

本操作、活用等について、

実践的な技能・表現力を

身に付けている。 

 

d:三次元 CAD の機能や基

本操作、活用等について

理解を深めるなど、実践的

な知識を身に付けている。 

次 に 示 す

各項目を、

学 習 の 目

標に照らし

合わせ、総

合 的 に 判

断して評価

する。 

 

１． 定期考

査の結

果、小

テ ス ト

の結果 

２． 演習や

演習課

題への

取り組

み状況

とその

結果 

３． 質疑及

び発問

に対す

る応答 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）

の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付

けている。 


